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う 「日中関係」(そ れは 「国際関係」でもあった)に たいし、どのような方策を立てていたか、





それはまだ 「中国像」でもあったが、 しかし、 この両者には微妙なずれがあって、「中国観」
はもっていても、「中国像」はあやふやなばあいも多かったように感 じられる。 しか し、 それ
をここで、あえて問おうとするわけではない。







○国家の事非二囚奴所宣。言 〔囚奴の言 うはよろしきところにあらず 〕。然 ども、上人の定
とく ひ けん
論篤 と承知仕置度候 〔承知っかまっ りおきた くそうろう〕。覬見は處置の急は孟子に若
そのよう う
くはな し。其要ニ ツ〔ふ たっ 〕、安5ル 万民_〔 万民 を安 んず る 〕(と)天 下 の才 を得 るに
あ り。来 一多士 〔多士 よ来 れ 〕。
そう ぶ




大禁物は日本内にて相征 し相伐すること誠 に恐多 し。
じゅつてき
魯墨講和一定、 〔魯墨の講和、一たび定だまれば 〕 決然 として我より是を破 り信を戎狄に
ただししょうてい
失ふべからず。但 章程 〔法律規則 〕 を厳に し信義を厚ふ し、其間を以て国力を養 ひ、
したが




ほど おしいかな そうらい はっ らん
豊大閤程の雄才にてさへ、惜哉天下分争の日に生れ候 て、神州の撓乱 〔乱れた世をなお
て ま どりそうろうゆえ ぼっ いわ
す 〕に手間取 候 故、遂に明国手に入 らずして歿せ られ候。況んや今国内に事起 り候ては
わがものと
外国へ手はのび不.申 〔もうさず 〕、大機を失ひ、 洪秀全等が清国を僞定 し、朝鮮 も満
たたきそうら
洲 も隨従 して、彼より先に我関を 款 候はゴ、大遺憾不。過。之候 〔大遺憾 これにすぎず
なにとぞ いちどう たき
そうろう〕。何卒比論を以て幕府を一動 し度もの也。(広 瀬豊縞 『吉田松陰書簡集』〈岩波
文庫〉)
上のなかに 「上人」 とあるのは僧月性。西郷隆盛とともに海に沈んだ僧月照とは別人である。










出師前後表(諸 葛公)上 高宗封事(胡 澹菴)爭 臣論(韓 文公)与 韓愈論.史 書(柳 々
州)上 一范司_諌書(欧 陽公)与 一高司_諌書(同 左)桐 葉封弟辧(柳)審 勢審敵(蘇
老泉)送.石 冒言北使一引(同 左)策 略五(蘇 東坡)待 漏院記(王 元之)相 臣論(明
季魏叔子)上 一宰相_第 三書(韓)至 言(漢 賈山)抜 本塞源論(明 王用明与一某人 書、
今偶某名を忘失す。伝習録中に収む)諌 官題名記(司 馬温公)管 仲論(老 泉)岳 陽楼記
(范希文)凡 二十篇
このほかにも、読むべきものは多いが、思いだすままに書きつけた、と松陰はっけ加えてい
る。そして、「日課を立て三篇あるいは五篇を四、五回ほども朗誦 し、然 るのち官府 に登 り職
事を処する時は、事甚簡要に して心気を養ふの益は日(に)深 かるべ くかと窃に愚考仕 り 【下
略】」といっている。おそらく、なにかの役職にっいている武士から、読書のしかたにっいて
質問をうけて答えたのだあろう。
私は右の二十篇のうち、ほんの二、三篇 しか知 らないのであるが 「朗読」することは、古典
に親 しむよい方法であり、精神衛生上にも効果があることはいえる。








よく知 られているように、吉田松陰は数え年三十歳で死刑 している。かれは頑固なまで に
「尊王攘夷」論者であった。彼がもし、四十歳、五十歳、あるいは六十歳 まで生 き牟と したな
ら、さらに、っぎの思想の展開をみせたであろうが、運命は、彼にそれを許さなかった。 こう
いうばあい、「時代的限界」 とか、「思想的限界」を指摘するのがっねであるが、私 は、そのよ
うな 「限界」を指摘 しても、あまり意味がない、と思 う。それよりも、こうした、情勢把握が、
国際的な情勢を知ることよりも、それに、いかに対処すべきか、という政策立案へ、思考が走っ







日本 は儒教を輸入 したというのが定説であるが、そ して儒教の影響をうけたという事実 も否







蘇秦 ・張儀之術 〔蘇秦 ・張儀の術をなさず 〕退 ては蠹魚 となり、進んでは跋.渉 天下
〔天下をあるきまわ り〕、熟二覧形勢一〔情勢をみ 〕以為二他年報 。国之基一耳。富獄雖 。崩、
刀水 〔利根川 〕雖。涸、誓不。負二比言_也 。〔署名宛名日付略 〕
右の 「誓い」に 「不為蘇秦、張儀之術」とあるのは興味深い。
これは日本における儒教の受容の一っの側面を端的にあらわ しているものと考え られるので
ある。儒教のおしえ(徳 目でいえば仁、義、礼、智、信、勇など)が 民衆にまで浸透 したこと
をもって、儒教の受容 とみるみかたに、私は反対 しない。また、朱子学が日本にはいったこと
により、朱子の強調 した 「道統」を重んじる考え方が水戸学の一っの重要な概念となったこと
を、私 は否定 しない。「道統」重視は、なにが 「正統」であるかという、中国の知識人の熱中
す る議論 と表裏一体 となり、 これが日本にはいると、「天皇が正統である」 という尊王討幕の
論理になるのだと思 う。





これは私の想像であるが、 こんにち小説(と くに大衆小説)読 まれるようにして、 『史記』




試みるのは、気分的にも爽快であったろう。当時の 「藩」 は、中国の戦国時代の 「六国」に相
当 し、さらに日本に開国を迫る外国は、強暴な 「秦」 とそっくりに眼に映 じたのだと思われる。
松陰は、おそらく兄の杉梅太郎か ら、「蘇秦、張儀を気どるのはやめろ」 と訓戒 され(あ る
いは叱責され)、兄にいわれるとおりに 「誓い」を書いたものと思われる。兄の杉梅太郎の叱
責 は、図星であって、松陰はいいのがれできなか ったのである。
吉田松陰の 「侵略」のプランは、 しか し、具体性を欠 くものであった。「朝鮮、満洲 に臨ん
とならば竹嶋は第一の足溜 りなり」と竹嶋の開墾を指摘 している(桂 小五郎宛、安政五年、





たいする反省 もなく、軍事的な戦略戦術があるわけで もない。まして相手の国力 も知 らず、民
衆の生活ぶりも知 らず、知 らないということにっいての自覚 もない。いわゆる 「志士」の 「横
議」はこの程度のものであった。「地域研究」の欠落 した 「国際関係論」のようなものである。
いわがき
同じような合縦連衡論 として、巌垣月忝洲 『西征快心篇』(安 政年間の著作と思われる。1857
年 ごろ?)が ある。
これは水戸斉昭(烈 公)が 兵八千、軍艦十隻、汽船四隻をひきい、中国、インドを経由、ロ
ンドンを奇襲し、女王を人質にとり、イギ リスをロシア、 ドイツ、オランダ、 フランス、スペ
イン、ポル トガルに分割 して凱旋、清国皇帝か ら労をねぎらわれたあと、 日本に帰るという筋
の物語である。遠征を画策する相手 としては、魏源が登場する。
魏源が登場するのは、『海国図誌』の著者 として名が知 られていたからであろう。水戸斉昭
の 「西征」、イギリス進攻の目的は、イギ リスの侵略下にあって苦境 におちいっている清国を
救 うためである。清国に侵入 したイギ リス派遣軍と戦 うよりも直接、本土を奇襲 したほうが効
果がある、 という戦術である。アヘ ン戦争 の情報は日本にも伝えられていたこと、それにより、
日本に一部 に強い危機感が生 じていたこと、が この小説を構想させたのであろう。
まえのほうで、松陰の 「侵略主義」 という表現をカッコ(「」)を っけて、私は記 したが、松
陰の 「侵略主義」 はイギ リスの侵害によって呼びおこされたものであった。私はイギ リスが中
国を侵略 したから、 日本 も中国を侵略 してよい、といおうとしているのではない。明治以後の
日本の朝鮮侵略、中国侵略のルーッ(根 っこ)を 探 して歴史を溯れば吉田松陰にたどりっくし、
その吉田松陰が肯定的に評価 している豊臣秀吉にもたどりっ く。 これは歴史的事実である。 し
かし、豊臣秀吉、吉田松陰に、彼らが死んだあとの歴史上の事件の責任を負わせるわけにはい
かない。 したがって、吉田松陰にっいたは、私はカッコっ きの 厂侵略主義」の発想がみ られる





処 したらよいのか、わからなかったゐ彼 らは、イギ リスにっいて も、イギ リス以外の国につい
て も、ほとんど知 らなかった。なるほど 『海国図誌』 という書物 は日本でも普及 した。 しか









体系的な思想であることの有力な証據 となるであろ う、 こんにちのわれわれとしては、豊臣秀
吉の行動 はまったく理解に苦 しむ、誇大妄想 としかおもえないが、 しかし、侵略された側が、
豊臣秀吉にはじまる、一つの思想的傾向を抽出するに足 りる有力な証據となるものであろう。


















た。岡は中国を じっさいに訪ねて、なにを発見 したかといえば、「煙毒」 と 「経毒」であった。
上海に到着 した岡は、「煙毒」に直面 した。明治のはじめに日本に来訪 した中国の文人は、
大歓迎をうけた。なかで も、王韜にたいする歓迎は盛大で、日中交流史研究ではよく知 られて







た。岡が、「紫詮(王 韜の字)の ような方まで吸飲 しておられるそうですが」 というと、 なか
の一人が、厂世界のなりゆきを憤概する人が、心の無聊をまぎらすために吸 うので しょう。 愚
昧なる小民ばか りでなく、聡明なる士人まで中毒になることがよくあります」 と答えた(六 月
九 日)。
上海市街を散歩 していて、「洋煙」の看板がかか っているのをみ、建物のなかにはいり、 そ




が 「毒煙を吹いて妖臭紛然、終夜絶えず」であったことも記 している(七 月一 日)。
また船を牽 く人夫がよく艱苦に耐えるのをみて感心 したものの、その人夫たちが、わずかな









が 「毒煙を吹いて妖臭紛然、終夜絶えず」であったことも記 している(七 月一日)。
また船を牽 く人夫がよく艱苦に耐えるのをみて感心 したものの、その人夫たちが、わずかな
休憩時間に阿片を吸うありさまをみて、「毒煙以外、人生に楽事あるのを知 らないもののよう

















めて、なお後悔 しない人 もいる。私はここに来て何カ月か経 ったが、ほぼ中土の病源を理解 し
たので、ここに記 してお く(七 月二十五日)。












岡は硯雲が 「機械」に反対するのに 「聖人」をもって くること、イギ リス、フランスを 「豹
狼」とみることに反論 しているが、 しか し、アヘン戦争いらい、当時の中国がおかれた情勢を
みれば、硯雲の考えが無から有を生 じたものでない ことは、理解できたはずである。 しかし、







岡千仭の中国像の枠組は福沢諭吉の 「脱亜論」(明 治十八年、一八八五年三月)に ほとん ど
同 じである。 しか も(活 字になったのは遅いとはいえ)彼 は 「脱亜論」 より一年 はや く、同一
の立場に立 っている。 したが って、明治十年代において しだいに形成 されっっあった中国像の
一っの型を示す ものといえよう。
岡千仭の 「煙毒 ・経毒」説は、福沢諭吉の中国像 と、まった く一致する。








「合縦連衡」説か ら 「煙毒 ・経毒」説へ変わったのが幕末か ら明治にかけての日本(知 識人)
の 「中国像」であった。このような変化をっ うじてみ られるのは、日本(知 識人)の あまりに
も観念的な思考方法である。
「合縦連衡」説 も 「煙毒 ・経毒」説 もた しかに当時の中国、清王朝の病根を指摘 している。
病根を指摘 された側としては、それを否定するのは困難だろうと、私 は考える。清王朝の当局
者、知識人 は、日本のこのような指摘に真剣に耳を傾け、病根をとり除 く決心を下すべきであっ





私の考えでは、「合縦連衡」説 も 「煙毒 ・経毒」説 も、相手のおかれている境遇を じゅうぶ
んに理解 していないと思われる。 じゅうぶんな理解がないにもかかわらず、一般的普遍的な真
理を相手 にお しっけることは傲慢ににみえるであろう。 しか し日本の 「志士」 も 「漢学者」も、
自分が傲慢にみえるということを自覚 しなか った。 ここに歴史の教訓があると思 う。
今後は相互理解の時代である。日本側の理解を中国側としてどのように理解するか。 これは
っぎの課題 として残 し、かっ期待 したい。
(了)
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